
敷地の問題は「設計上の工夫」で
は解決されません 
 現在地で、水害・地震時に災害対策本部と
しての機能できるのかという批判に対し、１
階には重要な機能を配置しない（水害対策）、
免震構造の採用によって、機能を失うことは
ない（地震時）という説明がされています。
しかし、防災拠点とひてのの機能は、庁舎だ
けが無傷でも維持できません。周囲が水没・
孤立してしまった庁舎で、どのように救助の
指揮を執るのでしょうか。周囲に火災が発生
する危険性が高い庁舎で、十分な危機管理機
能を発揮できるのでしょうか？周囲にオープ
ンスペースがない状況では、自衛隊など外部
の支援を受け付けることさえ困難です。敷地
の狭さ、周辺環境という現在地に内在する欠
点は、庁舎の設計上の工夫では解決できませ
ん。設計を工夫すれば解決できるような問題
ではありません。 

非民主的な議決過程―民意を「ね
じまげる」政治手法 
 平成25年、現在の敷地での建設が議決され
る際には、SKIPシティでの建設を求める1万筆

もの署名が提出されました。川口市の歴史で、
署名が集められたことも、その署名が無視さ
れたことも初めてです。このことからも、き
わめて異例な決定であったことが明らかです。  

 奥ノ木市長は、現在地での建設を「すでに
決まったこと」として進めています。事実 
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計画は現在地で進行中。問題は未解決！ 

 
 

 

平成２８年 
２月 

  

 

市庁舎建設問題の今 
市庁舎問題を考える市民の会 報告 

 ２年前、それまで長年、前提とされていたSKIPシティではなく、現在の市
役所敷地・市民会館敷地と決まって、誰もがびっくりしました。現在、基本
設計の段階に入り、計画も具体化しています。しかし、指摘されてきた問題
は未解決です。引き続き、正しいことを言っていかなければなりません。で
きれば、世論が高まり、計画が変更されることを望んでいます。 

として受け止めなければなりません。しか
し、民意を把握せずに決められたこともま
た事実です。市民に十分な情報の提供がさ
れてこなかったため、最近になっても、
SKIPシティで建設するのだと思っていた方

さえいます。「現行計画は良いとは思わな
いが、会派に縛られているので、公言でき
ない」という議員も少なくありません。 

 なぜ「決まったこと」を強調するので
しょうか？防災面、建設コストなどの問題
を抱える現在地での建設を説得するだけの
十分な理由が示せないからです。既成事実
を積み上げることによって、「あきらめさ
せる」しか手段がないのです。 

将来のために発信を続けなけれ
ばなりません 
 「市政は、民意に沿って運営されるのべ
き」という民主主義の普遍的なルールに照
らして、このような意思決定が妥当であっ
たのか、指摘されなければなりません。も
し、そうした手続きが取られていれば、こ
のような批判は起きなかったのです。 

 すでに、一期棟の設計事務所が決まりま
した。多くの疑問を残した計画ですが、市
長・議会の動きをみると、現段階では、根
本的に見直しするシナリオを描けません。 

 しかし、災害時の市民の命を守るために、
川口市が将来、同様な間違いをおかさない
ために、これからも言わなければならない
ことは言わなければなりません。 
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 川口市は、(1)川口市立高等学校の再編・統合、 (2)歴史自然公園・
火葬施設整備事業、 (3)新庁舎建設、の３大プロジェクトを進めていま
す。３月議会で奥ノ木市長が述べたとおり「いずれのプロジェクトも
極めて重要」事業です。しかし、それぞれ課題も抱えています。３プ
ロジェクトを合計すると、総工費はおよそ572億円に上ります。川口
の財政に大きな負担となります。 

 

  

 平成28年 

３月 

  

いかり 康雄レポート 
３大プロジェクト、着々進行中！  
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 １ 新川口市立高等学校 

川口市には、市立高等学校が３校（川口
総合高等学校、川口高等学校、県陽高等学
校）あります。しかし、(1)少子化の流れ
の中で、生徒数の減少が予想される、(2)
校舎の老朽化が進んでいる、などの理由か
ら、再編・統合することになりました。 
新高等学校では、「文武両道に優れ、徳

力を備えた地域社会のリーダーとなる人材
を育成」など、を基本理念としています。
現川口総合高等学校が、新校の 校舎及び
第1グラウンド に、現川口高等学校が、第
2グラウンドになります。 
すでに一部建設が開始されており、平成

30年4月に開校予定となっています。工事
は、平成33年まで継続する予定です。 
 
 
 

 

 

 

学校名 所在地 開校年 特色 

川口総合高等学校 上青木3-1-40 1929 単位選択制。川口女子高校が前身。 

川口高等学校 朝日町5-9-18 1956 国際ビジネス科を設置 

県陽高等学校 並木1-26-1 1942 小規模校ならではの教育。定時制設置 

平成28・29年度に現3校に入学した場合、新校
に通学しますが、入学した学科は変更ありませ
ん。学校ごとに別の教育課程となるため、他校
の生徒と同じクラスになることはありません。
卒業は、新高校の卒業生となります。 
 新高等学校の設立については、校舎建設は、

順調に進んでいるものの、カリキュラムなどソ
フト面での検討が遅れているとの指摘がありま
す。 

 

 

市議会報告 

一方で、大きな財政負担も 

新しく「川口市立高等学校」として生まれ変わる３つの高等学校 

平成30年４月、開校予定 

新川口市立高校のイメージ図  
幕屋根で覆われた全天候型の「ラーニングスト
リート」が特徴です 

去年８月に校名が公募され、721件の提案が
ありました。この中から「川口市立高等学校
」にすることが３月議会に提案されています
。可決される見通しです。 
現在、校章、制服、校歌などが検討されて

います。 
 
 

 
 

 

 

 

平成27年度 校舎棟工事着工 
（平成29年12月竣工） 

平成30年度 新校開校 
アリーナ棟等工事着工 
（平成32年12月竣工） 

平成32年度 グラウンド等工事着工 
（平成33年8月竣工） 

平成33年度  工事完成 

出典：川口市ＨＰ 



２ 歴史自然公園・火葬施設整備 

川口市は、人口約60万人の大都市ですが、
市内には火葬施設がありません。平成13 年２
月には、14 万人を超える市民から斎場の早期
建設を求める請願が提出されるなど、早期に
整備することが望まれていました。 

そこで、平成24年、（仮称）赤山歴史自然

公園を整備するとともに、火葬施設を整備す
ることが決定されました。敷地は、首都高速
道路川口線の川口サービスエリアに隣接し、
合わせて広さ約10万9,000㎡となっています。 
平成30年４月に、公園の一部及び火葬施設

がオープン予定となっています。 

 
 

公園ゾーン 

火葬施設ゾーン 
オアシスゾーン 

（仮称）川口市火葬施設の概要 

建築面積： 約5,500 ㎡  

延床面積： 約7,600 ㎡  

規模： 地上２階、地下１階建 

火葬炉数： 10 基 

  （この他、予備スペース４基分 等） 

諸室： 告別･収骨室７室、待合室13 室、   

    待合ホール 等 
 

 

(3)火葬施設ゾーン 
 計画では、火葬ゾーンは広さ２万㎡ 。火
葬施設は、高さを抑えて屋上を緑化し、周
囲の緑と一体的なデザインとなっています
（下のイメージ図参照）。 

 
 

１．施設の概要 
施設は３つのゾーンで構成されます。 

(1)赤山オアシスゾーン 
首都高速川口線を利用する方が、高速を降

りなくても利用できるように、約1万8,000㎡
の敷地に、駐車場150台分を新設、物販・商
業イベントができる休憩施設が設置されます
。徒歩で自由に公園ゾーンの散策ができるよ
うに整備することにより、計画では年間約３
５０万人の来訪を見込んでいます。 

 

(2)公園ゾーン 
 「水と緑のオアシス空間」をテーマとし

、7万1,000㎡の敷地の中央に池・水源涵よう
樹林を配置し、周囲を散策できるようになり
ます。（仮称）歴史自然資料館などを建設す
る予定となっています。 
   

 

赤山歴史自然公園・火葬施設 イメージ図 
 火葬施設は南側（上側）に整備。首都高速
道路利用者は、オアシスゾーンに駐車し、公
園ゾーンを散策できる。 

 

 

 

ゾーン名 面積 施設 

オアシス 1.8ha 駐車場、商業休憩
施設 

公園 7.1ha 池、水源涵養樹林、
自然歴史資料館 

火葬施設 2.0ha 建築面積5,500 

火葬施設 外観イメージ図 

２ 今後の予定 
 平成２８年１月２１日に着工式が行わ
れました。平成30年４月には、火葬施
設とオアシスゾーン・公園ゾーンの一
部が供用開始となる計画です。 
  

平成30年４月、開設予定 

工事の現況 
平成28年2月3日、ショベルカーが公園
ゾーンで整地作業をしている 

出典：川口市ＨＰ 
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３ 新市庁舎建設 

現在の市役所（自撮に差替え） 
現在の市役所敷地（8,680㎡）と斜め向かいの
市民会館用地（5,528㎡）が建替え用地とな
っている（14,208 ㎡）。 

１．建設計画の策定 

市庁舎の建て替えについては、四半世紀にわた
りSKIPシティが適当とされてきました（年表参照）。 
平成25年8月、SKIPシティと現市庁舎敷地の比較
をしてきた「川口市庁舎建設審議会」（柳沢厚会長
）でも、SKIPシティがふさわしいと答申しました。 

 これに反し、市議会は、現市庁舎敷地が適地
と主張。岡村市長（当時）は、平成25年12月、現市
庁舎敷地とすることを議会に提案、市議会はこれ
に同意し、現在の市庁舎敷地になってしまいまし
た。 
現在地での建設決定を受け、平成26年６月「 

３ 

出典：「川口市新庁舎建設基本計画」（平成27年8月） 

出典：「川口市新庁舎建設基本計画」（平成27年8月） 

 現在の庁舎は、手狭で、老朽化が進んで
いるばかりでなく、耐震性能が十分でなく、
早急な建て替えが必要です。建替え計画は、
平成25年12月の市議会議決に基づいて進め
られています。 
 
１．建設事務所の選定 

計画では、まず市民会館敷地に１期棟を
建設、完成後に現本庁舎を解体し、２期棟
を建設するとなっています。 

基本計画の策定を受け、設計事務所の選
考が行われ、６社が応募しました。平成27
年12月、書類選考を通過した４社の技術提
案書を、副市長・関連部長による庁内選定
委員会が検討、㈱山下設計が選ばれました
。 

市役所通り（県道）で隔てられる両棟は
、道路をまたぐ連絡通路で結ばれることに
なっています。 

２．今後のスケジュール 

平成28年度中には、市民会館の解体が始
まり、一期棟が建設されます。現在、基本
設計が行われており、平成29年度には、建
設が始まる計画です 

出典：川口市ＨＰ 

※「川口市洪水ハザードマップ」、概ね200年に
１度の大雨で荒川が決壊した場合を想定） 

現在地 

SKIPシティ 

(2)建設費が割高 

 平成25年まで用地選定の検討をした庁
舎建設審議会は、その答申で、現市庁舎
敷地では238 億円、比較検討していた
SKIPシティでは建設費207億円と試算し
ています。現市庁舎敷地に建設すると、
約30億円もの負担が多くなります。 

 平成27年の「川口市新庁舎建設基本計
画」は、床面積を4万㎡から3万2千㎡に
縮小したにも関わらず、現市庁舎敷地で
は210～220億円と試算。同様の条件で
SKIPシティに建設すると、30億円安価
となる試算があります（市議会「川口新
風会」試算）。 

 この試算において建設費に差が出るの
は、駐車場です。現市庁舎敷地は狭いの
で、必要な駐車場を確保するために駐車
場等を建設することが必要であるのに対
し、敷地に余裕がある場所では、簡素な
駐車場しか必要がないことによるもので
す。 

３ 現行計画の問題点 
 
(1)手狭な市役所 
敷地が狭いため、当初、必要とされてい

た４万㎡の床面積が確保できず、会議室
などが縮小されました。床面積は32,000
㎡に減少、手狭な市役所となります。 

一期棟は、平成31年に完成予定 

出典：川口市ＨＰ 
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(3)災害対策 
 首都圏で大地震が発生する確率は、今
後30年の間に70％とされています。「東
京湾北部地震」（M7.3）の被害想定では、
現庁舎周辺の建物被害危険度は6.0％～
7.9%に上ります。計画では、大規模地震
発生時においても安全性の高い庁舎とす
るため、免震構造等の採用するとしてい
ますが、このように大きな被害が予想さ
れる地域に災害対策本部を置いて、十分
な対策がとれるのか危惧されます。 

 
  

SKIPシティ地区 

      建物被害危険度    

現市庁舎敷地周辺では、建物被害危険度が6.0～7.9％となっ

ているが、SKIPシティ周辺では2.0～3.9％と低くなっています。  

本庁舎敷

地 

出典：新庁舎建設審
議会 第２回資料 

災害時の市役所の機能は、庁舎だけが無傷でも維
持できません。周囲が水没して孤立してしまった
庁舎で、どのように救助の指揮を執るのでしょう
か。周囲に火災が発生する危険性が高い庁舎で、
十分な危機管理機能を発揮できるのでしょうか？
周囲にオープンスペースがない状況では、自衛隊
など外部の支援を受け付けることさえ困難です。 
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 万一、荒川が氾濫した場合、現市庁舎敷

地では、2.0m から5.0mの洪水となる可能

性があります。これに備え、業務継続に必

要となる機能は２階以上に配置するとして

います 。また、必要に応じて、被害軽

減・復旧の司令塔となる災害対策本部を市

庁舎以外の場所に設置するとされています。 

 敷地の狭さ、周辺環境という現在地に内

在する欠点は、庁舎の設計上の工夫では根

本的な解決はできませんが、現計画で進ん

でいる現状では、より良い市役所のために

工夫をしていくことが必要です。 

（１）適正な設計・施工管理 
 ３大プロジェクトは、川口にとって重要
な取り組みです。早期に完成が必要です。 

 建設にかかるコストは、赤山歴史公園・
火葬場＝約182億円（公園120億円、火葬場
62億円）、新高校＝約192億円、新庁舎＝
設計を工夫することにより約200億円を目
指す、とされています。総事業費は、約
572億円にのぼります。新庁舎は、まだ設
計が固まっていないため、建設費用の明確
化されていません。より機能的で、適正な
設計を進めることが必要です。また、一般
に建設コストは、当初の見込みより高くな
る傾向があることから、厳格は施行監理が
望まれます。 

 こうした支出は、一部、国庫補助が見込
めますが、市民の負担となります。川口市
の一般会計は、約1,862億円（平成28年度予
算案）です。３大プロジェクトにかかる建
設費は、川口市にとって大きな負担です。 

 
（２）建設関連費用の抑制 
川口市には、学校、公民館、市営住宅を

はじめとする公共施設が多くあります。こ
れらの施設のおおくは昭和４０～５０年代
に建築されており、老朽化が進んでいます
。このため、維持管理・改修費用も含めた
平均費用は、年間約１２８億円になると試
算されています(「川口市施設白書」)。 

市は、「公共施設等総合管理計画」を策
定するなど、費用抑制の方針を示していま
す。今後は、新規公共事業の厳格審査を含
めて、建設関連費用の抑制が必要です。 

平成28年（2016年）3月 

市議会議員 碇 康雄 

〒333-0866 埼玉県川口市芝2-8-2 
  TEL：048-268-2696、 
  FAX：048-437-5585 
  EMAIL: info@ikariyasuo.com 

４ 財政への影響 

（１）適正な設計・施工管理 
 ３大プロジェクトは、川口にとって重要
な取り組みであり、早期完成が必要です。 

 総事業費は、約572億円にのぼります。
一部、国庫補助が見込めますが、大半が市
民負担となります。川口市の一般会計は、
約1,862億円（平成28年度予算案）です。３
大プロジェクトにかかる建設費は、川口市
にとって大きな負担となります。 

 

 赤山歴史公園・火葬場＝約182億円 

    （公園120億円、火葬場62億円） 

 新高等学校＝約192億円、 

 新庁舎＝設計を工夫し約200億円に圧縮 

 

 新庁舎は、まだ設計が固まっていないた
め、建設費用の明確化されていません。よ
り機能的で、適正な設計を進めることが必
要です。一般的に建設コストは、当初の見
込みより高くなる傾向があることから、厳
格は施行監理が望まれます。 

 
（２）建設関連費用の抑制 
川口市には、学校、公民館、市営住宅を

はじめとする公共施設が多くあります。こ
れらの施設のおおくは昭和４０～５０年代
に建築されており、老朽化が進んでいます
。このため、維持管理・改修費用も含めた
平均費用は、年間約128億円になると試算
されています(出所「川口市施設白書」)。 

市は、「公共施設等総合管理計画」を策
定するなど、費用抑制の方針を示していま
す。今後は、新規公共事業の厳格審査を含
めて、建設関連費用の抑制が必要です。 

ポスター・看板の掲示にご協力いただける方を募集
しています。ご連絡ください。 


